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	応用
	抗原情報
	背景
	この細胞周期調節遺伝子は、ロイシンリッチ核外輸送シグナル（NES）依存性タンパク質輸送を媒介するタンパク質をコードしている。このタンパク質は、特異的に Rev および U snRNA の核外輸送を阻害する。サイクリン B、MPAK、MAPKAP キナーゼ 2 の局在を制御することにより、いくつかの細胞プロセスの制御に関与している。このタンパク質は、NFAT および AP-1 も制御する。[RefSeq 提供、2015 年 1 月]、機能:ロイシンリッチ核外輸送シグナル（NES）を持つ細胞タンパク質（カーゴ）および RNA の核外輸送を媒介する。核内では、RANBP3 と連携して、標的タンパク質上の NES および活性 GTP 結合型（Ran-GTP）の GTPase RAN に協調的に結合します。この複合体の核膜孔複合体（NPC）へのドッキングは、ヌクレオポリンへの結合を介して媒介されます。核輸出複合体が細胞質に移行すると、複合体の分解と Ran-GTP から Ran-GDP への加水分解 (それぞれ RANBP1 と RANGAP1 により誘導) により、輸送体が輸出受容体から放出される。核輸出の方向性は、細胞質と核の間での Ran の GTP および GDP 結合型の非対称分布によって決まると考えられている。カハール体から核小体への U3 snoRNA 輸送に関与する。TMG キャップを持つ後期前駆体 U3 snoRNA に結合。HIV-1、HTLV-1、インフルエンザ A などいくつかのウイルスは、これを利用してスプライシングされていない、または不完全にスプライシングされた RNA を核外に輸出する。HIV-1 Rev および HTLV-1 Rex タンパク質と相互作用し、その核輸出を媒介する。 HTLV-1 Rexの多量体形成に関与する。,その他:XPO1/CRM1核外輸送阻害因子であるレプトマイシンB（LMB）の細胞標的。,PTM:DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化される。,類似性:エクスポーチンファミリーに属する。,類似性:1つのインポーチンN末端ドメインを含む。,類似性:10個のHEATリピートを含む。,細胞内局在:核質、カハール小体、核小体に局在する。核/核小体と細胞質の間を往復する。,サブユニット:RNUXA/PHAX、NCBP1、NCBP2、RAN、XPO1、およびm7GキャップRNAを含むU snRNA輸出複合体に存在（類似性による）。KPNB1、RAN、SNUPN、およびXPO1からなる核外輸送受容体複合体の構成要素。 SNUPN、RAN、XPO1との三量体輸送複合体を形成する。RANBP3およびRANとの核輸送複合体を形成する。NMD3、RAN、XPO1との60Sリボソームサブユニット輸送複合体を形成する。DDX3X、NMD3、NUPL2、NUP88、NUP214、RANBP3と相互作用する。また、HIV-1 RevやHTLV-1 Rexなど、RNAの核輸送に関与するいくつかのウイルスタンパク質との複合体を形成する。インフルエンザA核タンパク質と相互作用すると考えられる。エプスタイン・バーウイルスBMLF1と相互作用する。,組織特異性：心臓、脳、胎盤、肺、肝臓、骨格筋、膵臓、脾臓、胸腺、前立腺、精巣、卵巣、小腸、結腸、末梢血白血球で発現する。腎臓では発現しない。,
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	アセチルCRM1（K568）ポリクローナル抗体を用いたHepG2-UVマウス脳細胞のウェスタンブロット解析。抗体は1:500に希釈した。二次抗体は1:20000に希釈した。
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